
（１）第２０５号 ２０２２年３月１日

社会福祉協議会は、皆さまの会費で運営されています。
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　地域福祉の推進を図るため、佐倉市社会福祉協議会は、「ともに歩むふくしプ

ラン４」（第６次佐倉市地域福祉活動計画）（計画期間：令和３年度～５年度）を、

佐倉市は、「第４次佐倉市地域福祉計画」（計画期間：令和２年度～５年度）を

それぞれ策定し、取り組んでいます。　　

　佐倉市と佐倉市社協が協力して開催する地域福祉フォーラムでは、地域福祉

の現状や取り組み、これからの地域福祉で活躍が期待される地域福祉コーディ

ネーターに関する意見交換がご覧いただけます。

　令和３年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、期間限定での動

画配信による開催としました。ぜひご視聴ください。

　ご覧いたたく方法は、添付の二次元コードを読み込んでいただくか、佐倉市

のホームページにアクセスしてください。

◆配信期間：令和３年１２月１５日～令和４年３月１５日まで

※配信映像は、手話通訳付きです。

地域福祉フォーラムの動画配信

皆さまのご協力に　　　

　　　　感謝いたします！
皆さまのご協力に　　　

　　　　感謝いたします！まままますすすすすすす
今年度もたくさんのお気持ちをありがとうございました。

地域福祉フォーラムの動画配信

　生活に困られている方々に、皆さまからいただいた

食品をお渡しする機会が多くあります。その際、支

援を受けられた方々から感謝の言葉を数多くいただい

ています。寄付が一助となり、生活を立て直すことが

できた方々がいらっしゃり、そのような場面を見るた

びに皆さまのご支援ご協力がつながり、支援を受けた

方々も地域を支えていく一員となり、地域の活性化に

つながっていることを感じています。

職員の声

多くの市民の皆さまをはじめ、企業・団体の方々から “寄付”という形で思いを託されました。

様々な団体の活動や福祉事業、お困りの方々への支援につなぐことができました。

ご協力いただいた皆さまには、心から感謝を申し上げるとともに引き続きのご支援ご協力をお願いいたします。

お互いを気にかけあい、一人ひとりを尊重し、

誰もが参加することができる地域づくりを目指して、活動を進めてまいります。

（Facebookでご紹介した一部の写真を掲載）
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本紙「社協さくら」は、赤い羽根共同募金の配分金で作られています。

●京成佐倉駅から徒歩4分
●２４時間介護スタッフ常駐
●お元気な方も介護の必要な方も
　ご入居できます

サービス付き高齢者向け住宅

ご自身の目でお確かめ下さい
ご見学承ります

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

WELL

佐倉市社会福祉協議会公式マスコット議会公式マス

募金種別 金額（円）

戸別募金 7,734,214

街頭募金 0

法人募金 268,636

職域募金 12,000

イベント募金 0

個人募金 245,700

その他 106,150

計 8,366,700

区分 １世帯 世帯数 金額（円）

一般低所得世帯

単身 8,000 14 112,000

家族有り 11,000 25 275,000

家族子有り 13,000 116 1,508,000

母子・父子家庭
子 1人 11,000 132 1,452,000

子 2 人以上 14,000 206 2,884,000

ひとり暮らし高齢者世帯 8,000 146 1,168,000

ねたきり
高齢者世帯

単身 8,000 0 0

家族あり 11,000 2 22,000

心身障がい者世帯
単身 8,000 5 40,000

家族あり 11,000 10 110,000

罹災世帯
単身 8,000 0 0

家族あり 11,000 0 0

計 656 7,571,000

生活困窮者等への活動助成金

２万円 1団体 20,000

３万円 2団体 60,000

５万円 19 団体 950,000

22 件 1,030,000

〇活動助成金（地区社協・ＮＰＯ法人・ボランティア団体等への助成）

          令和４年１月３１日現在
 ※生活保護受給世帯は除く

コロナ禍のため、街頭募金は中止          令和４年１月３１日現在

          令和４年１月３１日現在

          令和４年１月３１日現在

募金種別 金額（円）

戸別募金 11,894,664

街頭募金 0

法人募金 79,394

学校募金 300,406

職域募金 658,659

イベント募金 1,039

個人募金 188,858

その他 59,552

計 13,182,572

歳末たすけあい募金
　　目標額  9,420,000円

赤い羽根共同募金
目標額  14,160,000円

令和３年度歳末たすけあい運動配分実績

　毎年１０月から３月にかけ実施される赤い羽根募金は、千葉県内でお預かりした募
金の７割が地域に還元され、残りの３割は千葉県内全体の社会福祉施設や各種相談
窓口、災害時の準備金として活用されています。
 　１２月に実施される歳末たすけあい募金は、歳末時に集まった募金を地域の民生
委員さんを通じて母子世帯、低所得世帯、障がいを抱えている方などへ支援金をお
届けしています。また、年間を通して支援活動をしている団体（生活に困難を抱え
る世帯や外出が困難な方の支援が対象）へ活動助成しています。

　赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金には、自治会・町内会・区の皆さまをは

じめ、各種団体、法人、商店、学校等たくさんの方々にご協力をいただきました。コ

ロナ禍という大変な状況の中での実施となりましたが、市民の皆さまのあたたかい善

意に深く感謝申し上げます。

令和３年度赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金にご協力ありがとうございます

令和４年度　
ボランティア登録と保険の加入について

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
佐
倉
第
２
団

の
子
ど
も
達
の
元
気
な
声
が
、
志

津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
大

ホ
ー
ル
に
こ
だ
ま
す
る
中
、
車
い

す
と
ア
イ
マ
ス
ク
の
体
験
活
動
を

１２
月
５
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
車
い
す
を
使
っ
て
い
る

人
や
見
え
な
い
人
の
話
し
の
後
、

車
い
す
の
開
き
方
や
車
い
す
介
助

を
す
る
と
き
に
注
意
す
る
こ
と
、

見
え
な
い
人
へ
の
介
助
の
方
法
な

ど
、
基
本
的
な
使
い
方
を
学
ん
だ

後
、
大
ホ
ー
ル
の
中
を
車
い
す
や

ア
イ
マ
ス
ク
介
助
を
軽
く
体
験
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
隣
接
す
る
公
園
に
行

き
本
格
的
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

短
時
間
の
学
習
に
も
関
わ
ら
ず
、

声
掛
け
や
介
助
の
方
法
を
し
っ
か

り
学
ん
で
い
た
の
で
、
見
守
り
を

し
て
い
た
大
人
の
方
が
ビ
ッ
ク
リ

で
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
や
坂
道
な

ど
、
普
段
歩
い
て
い
る
と
気
が
つ

か
な
い
場
所
も
、
車
い
す
で
は
う

ま
く
動
か
せ
な
か
っ
た
り
、
道
路

に
出
た
枝
な
ど
も
見
え
な
い
と
怖

か
っ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
気
づ
き
は

多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
移
動

サ
ー
ビ
ス
事
業
で

使
用
し
て
い
る
福

祉
車
両
の
紹
介
と

乗
車
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　
佐
倉
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
福
祉
教
育
と

し
て
臼
井
小
学
校

で
視
覚
障
が
い
の

方
か
ら
の
講
話

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
協
力
い
た
だ
き
点
字
を

打
つ
体
験
や
音
声
録
音
の
活
動
紹

介
、
ま
た
、
臼
井
老
幼
の
館
で
は

車
い
す
と
福
祉
車
両
の
乗
車
体
験

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、『
福
祉
の
種
ま

き
』
活
動
に
チ
カ
ラ
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
く
花
咲
け
！
『
福
祉
の
種
ま
き
』
活
動

佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〈
佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
状
況
に
つ
い
て
〉

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
グ
ル

ー
プ
・
個
人
が
現
在
約
２
，
７
０
０
名
登

録
し
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
「
こ

れ
か
ら
何
か
始
め
て
み
た
い
方
」
に
は
、

活
動
内
容
の
希
望
を
伺
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
活
動
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
活
動
の

紹
介
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
保
険
加
入
、

情
報
提
供
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
相
談
や
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
令
和
４
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
更
新
・  

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
方
法
に
つ
い
て
〉

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
更
新
と
保
険
加
入

の
受
付
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

対
面
で
の
対
応
を
取
り
や
め
、
提
出
書
類

を
「
郵
送
や
メ
ー
ル
等
」
で
受
付
す
る
形

に
変
更
し
ま
す
。

　★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
手
続
き
は
、
グ

　
ル
ー
プ
の
場
合
「
申
込
書
」
と
「
名
簿
」

　
を
郵
送
い
た
だ
き
、
到
着
時
点
で
加
入

　
と
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
落
ち

　
着
い
た
時
期
に
保
険
料
を
納
入
い
た
だ

　
く
形
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
登
録
受

　
付
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

（
注
意
事
項
）

※
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
」
は
、
年
度
ご
と

　
の
加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
加

　
入
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
補
償
期

　
間
は
令
和
４
年
３
月
３１
日
ま
で
と
な
り

　
ま
す
。

問
合
せ
：
佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
℡
（
４
８
４
）
６
１
９
８



　　　　　

　
１
２
５
名
の
個
人
と
３０
団
体
の
表
彰
が
決
ま

り
ま
し
た
。
日
頃
の
活
動
や
支
援
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
の
状
況
を
鑑
み
福
祉
功
労
者
表
彰
式
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会
の
表
彰
者
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

一
、
特
別
功
労
賞

　（
会
長
表
彰
後
１０
年
以
上
）　
　
　
　
　《
１２
名
》

　
秋
山
辰
彦
　
　
糸
井
文
子
　
　
伊
藤
澄
子

　
河
内
文
彦
　
　
川
口
弘
子
　
　
北
川
信
人

　
清
見
啓
子
　
　
白
鳥
文
子
　
　
土
田
祥
子

　
並
木
信
也
　
　
長
谷
川
大
美
　
宮
坂
明
雄

二
、
会
長
表
彰

　 

（
役
員
・
評
議
員
・
委
員
８
年
以
上
）　《
８８
名
》

　
浅
川
武
彦
　
　
荒
　
　
悟
　
　
飯
島
礼
子

　
飯
髙
萬
里
子
　
石
井
一
隆
　
　
伊
藤
い
く
子

　
伊
藤
哲
男
　
　
猪
野
美
智
子
　
岩
﨑
久
美
子

　
磐
崎
武
仁
　
　
梅
村
鉄
也
　
　
榎
沢
ゆ
り
子

　
海
老
沢
礼
子
　
圓
城
寺
卓
也
　
及
川
順
夫

　
大
久
保
真
　
　
大
久
保
洋
子
　
太
田
博
子

　
大
野
明
子
　
　
大
和
田
和
男
　
尾
澤
キ
ミ
江

　
尾
島
克
彦
　
　
尾
瀬
秀
子
　
　
加
藤
悦
三

　
門
澤
秀
子
　
　
門
山
光
治
　
　
川
原
忠
郎

　
神
田
水
保
子
　
菊
池
峰
弘
　
　
栗
山
将
人

　
後
藤
良
子
　
　
斎
藤
明
美
　
　
齊
藤
幸
子

　
櫻
井
裕
樹
　
　
佐
々
木
と
く
子
　
佐
藤
光
代

　
柴
田
順
子
　
　
清
水
和
明
　
　
鈴
木
　
滋

　
鈴
木
　
稔
　
　
高
中
　
聡
　
　
髙
橋
京
子

　
高
美
修
次
　
　
瀧
本
哲
資
　
　
竹
田
恵
美
子

　
但
馬
祥
生
　
　
立
田
の
ぶ
　
　
田
中
民
枝

　
谷
口
千
恵
　
　
土
屋
　
寛
　
　
中
川
和
子

　
永
田
千
草
　
　
中
野
貞
己
　
　
中
村
一
孝

　
中
村
義
夫
　
　
滑
川
忠
一
　
　
二
本
柳
吉
美

　
野
口
幸
雄
　
　
橋
本
由
美
子
　
羽
根
井
誠

　
原
田
和
子
　
　
日
向
洋
子
　
　
深
瀧
珠
子

　
福
田
郁
恵
　
　
藤
崎
和
生
　
　
藤
崎
賢
二

　
堀
　
秀
行
　
　
松
戸
玉
子
　
　
松
戸
豊
子

　
松
戸
玲
子
　
　
松
村
尚
幸
　
　
松
山
洋
子

　
三
須
　
正
　
　
三
須
俊
雄
　
　
水
谷
典
子

　
水
本
寛
紀
　
　
深
山
和
明
　
　
三
代
川
進

　
村
井
千
鶴
子
　
村
井
不
二
夫
　
森
田
よ
し
子

　
安
田
章
夫
　
　
山
田
　
勇
　
　
山
根
安
子

　
山
本
博
子
　
　
吉
竹
賢
一
　
　
吉
原
和
裕

　
渡
邊
誠
治

三
、
会
長
感
謝
状

①
多
額
寄
付
者

〔
個
人
〕（
３
万
円
以
上
）《
１２
名
》

　
井
野
口
綾
子
　
鎌
田
和
明
　
　
酒
井
久
男

　
佐
藤
賀
英
　
　
立
石
光
夫
　
　
寺
村
和
晃 

　
中
村
ふ
み
子
　
波
多
野
稔
夫
　
早
坂
光
惠

　
山
本
喜
代
光
　
盧
　
俊
雄
　
　
匿
名

〔
団
体
〕（
１０
万
円
以
上
）《
１３
団
体
》　 

　
佐
倉
商
工
会
議
所
、
佐
倉
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
佐
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
株
式
会
社
千
葉

　
銀
行
佐
倉
支
店
、
千
葉
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
、

　
株
式
会
社
デ
ィ
ー
シ
ー
エ
ム
、
東
日
本
旅
客

　
鉄
道
株
式
会
社
佐
倉
運
輸
区
、
日
立
物
流
ま
ご

　
こ
ろ
基
金
（
株
式
会
社
日
立
物
流
）、
日
立

　
物
流
ま
ご
こ
ろ
基
金
（
株
式
会
社
日
立
物
流

　
首
都
圏
）、
株
式
会
社
ホ
ソ
ヤ
コ
ー
ポ
レ
ー

　
シ
ョ
ン
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社 

佐

　
倉
南
営
業
所
、
山
万
グ
ル
ー
プ
※
、L

A
P
IS

　Japan

　
合
同
会
社

　
※
山
万
グ
ル
ー
プ
は
６
社
連
名
　

　
※
山
万
（
株
）、ワ
イ
エ
ム
総
合
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

　
山
万
ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ
ル（
株
）　
光
陽（
株
）

　（
株
）
ユ
ー
カ
リ
フ
ァ
ー
ム
　（
福
）
ユ
ー
カ
リ

　
優
都
会

②
福
祉
活
動
功
績
者

〔
個
人
〕《
５
名
》

　
斎
藤
明
美
　
　
髙
橋
英
夫
　
　
竹
中
速
雄
　

　
多
田
昌
次
　
　
艫
居
優
子

〔
団
体
〕《
６
団
体
》

　
さ
く
ら
輪
の
会
、
届
け
よ
う
笑
顔
を
！
「
ニ
コ

　
ニ
コ
合
衆
国
」
２３
、
長
い
す
の
会
、
ハ
ー
モ
ニ

　
ー
の
会
、
ほ
っ
と
・
す
ぺ
ー
す
・
わ
か
ば
、

　
ユ
ー
ト
ピ
ア
時
崎
弁
天

③
特
別
会
員

〔
個
人
〕（
１０
年
以
上
）《
５
名
》

　
石
垣
喜
四
郎
　
兼
坂
　
誠
　
　
田
仲
知
代

　
峰
村
愛
子
　
　
安
本
秀
明

〔
個
人
〕
（
２０
年
以
上
）
《
１
名
》

　
櫻
井
正
明

〔
個
人
〕（
４０
年
以
上
）《
１
名
》

　
佐
野
潤
一
郎

〔
個
人
〕（
５０
年
以
上
）《
１
名
》

　
佐
藤
正
之
助

〔
団
体
〕（
１０
年
以
上
）《
７
団
体
》

　
有
限
会
社
印
旛
防
疫
社
、
株
式
会
社
オ
ー
ル
セ

　
レ
モ
ニ
ー
、
公
益
社
団
法
人
佐
倉
青
年
会
議
所
、

　
北
総
防
災
株
式
会
社
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
み
の
り
福
祉
会
、
妙
隆
寺
、
佐
倉
市
よ
も
ぎ
の

　
園
　
指
定
管
理
者
社
会
福
祉
法
人
愛
光

〔
団
体
〕（
２０
年
以
上
）《
１
団
体
》

　
株
式
会
社
島
田

〔
団
体
〕（
３０
年
以
上
）《
３
団
体
》

　
株
式
会
社
木
村
屋
、
佐
倉
商
工
会
議
所
、

　
株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ

千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

◎
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
《
２
名
》　
　

　
加
藤
順
一
　
　
福
田
克
枝

○
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
関
係
役
職
員
功
労
者

　《
１４
名
》　
　
　
　

　
青
木
こ
う
　
　
阿
部
美
樹
子
　
飯
田
浩
司

　
粕
谷
恵
美
子
　
木
嶋
雅
章
　
　
近
藤
真
一

　
鈴
木
み
つ
え
　
関
谷
景
子
　
　
高
橋
　
健

　
中
川
光
男
　
　
原
　
宏
之
　
　
宮
部
和
樹

　
宮
本
典
昭
　
　
渡
邉
澄
江

◎
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

○
共
同
募
金
奉
仕
功
労
者
　
感
謝
《
５
名
》　
　

　
伊
藤
泰
彦
　
　
新
谷
俊
文
　
　
新
美
謙
二

　
福
田
克
枝
　
　
宮
内
ひ
ろ
子

○
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
《
４
団
体
》　
　

　
畔
田
区
、
生
谷
東
観
団
地
自
治
会
、
米
戸
区
、 

　
み
ど
り
野
自
治
会

（３）第２０５号 ２０２２年３月１日

地域福祉は、福祉委員・ボランティアに支えられています。

「地域福祉コーディネーター」「地域福祉コーディネーター」
はじめました！はじめました！

志津南部圏域モデル事業

～その３～

コロナ禍で様々な制限はありましたが、地域の皆様、団体・関係機関の
皆様にあたたかく迎えていただきありがとうございました。今年度の出
会いや気づきを来年度からの活動に活かしていきます。

地域福祉コーディネーターは皆さんからの相談を一人で解決するの
ではなく、必要な機関へつないだり、住民・専門職・団体などと一
緒に地域の困りごとについて考え・解決のために取り組んでいきま
す。一人で悩まずにまずはご相談ください。

令和３年度
こんな活動をしました。

自治会の会合や
ボランティア・
地域活動に参加。

火･木 ･金１０：００～１５：００

は西部地域福祉センターを

拠点に。

先進的に取り組んで

いる調布市社協へ

視察研修。

ボランティアセンターや

関係機関と連携して

個別の課題に取り組む。

地域新聞や

ケーブルテレビ２９６で

地域福祉コーデネーター

の紹介。

様々な地域課題を共有し、

考える機会をつくる。

【問合せ】地域共生推進班　℡（４８４）６０３３

ふうりっぷ

と学ぶ 第１２回
成年後見制度
   きほんの 第１２回
成年後見制度成年後見制度

きふうりっぷ
ふうりっぷ 成年後見制度成年後見制度成年後見制度

   

Q.成年後見制度って聞いたことはあるけど、
　　　　　　　　実際にどのくらい利用されてるの？

 A. 佐倉市では２０８人の方が利用しています。
　　　　　　　　　　　　　（※令和元年12月末時点）

平成２６年 令和元年

総　数 １５５人 ２０８人

後見 １２７人 １６８人

保佐 １７人 ２７人

補助 １１人 １３人

平成２６年 令和元年

総　数 ２１件 ４４件

後見 １７件 ３３件

保佐 １件 ７件

補助 ３件 ４件

佐倉市 全国

親族 40.9％ 19.7％
専門職 59.1％ 80.3％

専門職の内訳 佐倉市
弁護士 21.2％
司法書士 32.1％
社会福祉士 20.4％
社協 14.6％
その他 11.7％

●制度利用者数

※データは佐倉市成年後見制度利用促進基本計画に基づいた検討会の資料を参照しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回に続く……

●１年間の申立て数

●制度利用者数

※佐倉市は令和元年、全国は令和

　２年のデータを使用しています。

利用者数は年々増えています。類型

は「後見」が多く、状態が悪くなっ

てから利用する方が多いことが伺

えます。

また２０８人のうち１３３人が高齢者

です。高齢者が多いのも特徴です。

全国のデータでは圧倒的に専門職

の後見人等が多いです。比べると佐

倉市では親族の後見人等が多いよ

うに見えますが、専門職の後見人等

が選任されるケースが増えている

傾向にあります。

専門職の中では、司法書士が一番多

く、社協のような法人が受任する

ケースもあります。

申立て数も年々増えています。類型

は利用者と同じように「後見」の方

が多いです。

令
和
３
年
度
福
祉
功
労
者
表
彰

こんな活動をしました。

ダーマ税理士法人

全国会

佐倉市社会福祉協議会では、

本紙「社協さくら」の

広告掲載企業・団体を

募集しております。

問合せ【企画経営室】 ℡４８４－６１９７

http://www.sakurashakyo.or.jp/

広告募集
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社会福祉協議会は、一般会員・特別会員・賛助会員を募集しています。

善意銀行では、食品、介
護用品、日用品などをお
預かりし、佐倉市内の経
済的に困難を抱えている
方や、被災した世帯への
支援に活用させていただ
いています。

【現在受け取れないもの】
・古着
・大型介護用品

令
和
３
年
９
月
１
日
〜

令
和
４
年
１
月
３１
日

善
意
銀
行
預
託
・
払
出
し

敬
称略

千
葉
ピ
ー
ナ
ツ
株
式
会
社

園
川
明
浩

　　落
花
生（
ナ
カ
テ
ユ
タ
カ
）

鈴
木
　紘

　　玄
米
１２０
㎏

根
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

　　鍋
焼
き
う
ど
ん
、味
噌
汁
、羊
羹

城
の
辺
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

　　パ
ス
タ
、ふ
り
か
け
多
数

美
容
室
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

代
表
草
野
元
子 

　　米
、缶
詰
、飲
料
、オ
ム
ツ
他
多
数

株
式
会
社
千
葉
銀
行
佐
倉
支
店 

　　乾
麺
、レ
ト
ル
ト
食
品
、カ
ッ
プ

　　ラ
ー
メ
ン
、缶
詰
、瓶
詰
、リ
ゾ
ッ

　　ト
各
種
他
食
品
　　多
数

髙
橋
　博

　　白
米
３０
㎏

井
川
　美
智
子

　　文
房
具
多
数

ｄ 

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社 

　　野
菜
多
数

五
島
　禎
子

　　玄
米
２０
㎏

株
式
会
社
千
葉
銀
行
う
す
い
支
店 

　　缶
詰
、
お
菓
子
、
お
茶
、
カ
ッ
プ

　　麺
等
食
品
多
数

石
井
　敏
惠 

調
理
器
具

第
一
生
命
労
働
組
合
成
田
営
業
職

支
部 

　　タ
オ
ル
多
数

齋
藤
　知
加
子

　　布
団
（
掛
け
、敷
き
、毛
布
、シ
ー

　　ツ
、肌
掛
け
）

秋
葉
　隆
志

　　パ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
、じ
ゃ
が
い
も
、

　　マ
フ
ィ
ン
、煎
餅

小
室
　栄
三

　　玄
米
３０
㎏

川
上
　猛 

　　ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ

石
川
　富
士
男

　　玄
米
１０
㎏

明
治
安
田
生
命
佐
倉
新
町
営
業
所 

　　卓
上
鍋
、
加
温
ト
レ
ー
、
海
苔
、

　　レ
ト
ル
ト
食
品
、パ
ス
タ
他
食
品

　　多
数

山
岸
　淑
二

　　さ
つ
ま
い
も

今
井
新
吾
　　

　　調
味
料
、シ
チ
ュ
ー
ル
ー

株
式
会
社
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　　野
菜
多
数

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

　　パ
ッ
ク
ご
飯
、お
菓
子
、パ
ス
タ
、

　　缶
詰
、油
、乾
麺
他

奈
良
　春
美

　　玄
米
５
㎏

西
村
　悦
子

　　生
活
雑
貨
多
数

立
崎
　定
一

　　玄
米
１２０
㎏

塙
　桂
子 

　　シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
お
む
つ
、パ

【
金
銭
預
託
】

〈
一
般
預
託
：
５
件
〉

佐
倉
商
工
会
議
所
女
性
会
　

　　　　　　　　　　　 

四
〇
、
〇
〇
〇
円

お
お
し
の
緑
地
会

　　　　　　　　　　　　　　一
、
〇
〇
〇
円

掲
載
希
望
な
し
：
３
件

　　　　　　　　　　　　 

一
二
、
一
〇
〇
円

〈
指
定
預
託
：
２
件
〉

盧
　俊
雄
　
　
　  

三
〇
、
〇
〇
〇
円

イ
ン
ド
料
理
タ
ー
ジ
ュ

　　　　　　　　　　二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

【
金
銭
払
出
】

帰
宅
旅
費
　　　１
件
　    

　
　
　    

　　　　　         

　　　　　五
〇
〇
円

指
定
払
出
　　　２
件 

　　　　　 

　　　　   

　　　　　　　　　　二
八
〇
、
〇
〇
〇
円

【
物
品
預
託
】　

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

　　缶
詰
、米
、お
菓
子
、カ
ッ
プ
ラ
ー

　　メ
ン
、乾
麺
、調
味
料
、油
、袋
ラ

　　ー
メ
ン

青
海
　真
由
美

　　じ
ゃ
が
い
も
、米
１０
㎏
、お
菓
子

川
添
　良
子

　　カ
ッ
プ
麺
、袋
ラ
ー
メ
ン

高
柳
　要 

　　米
２０
㎏

内
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
白
米
、お
餅
、お
菓
子
、レ
ト
ル
ト 

　　食
品
、
飲
料
、
ゼ
リ
ー
、
う
ど
ん

　　他
多
数

ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

　　白
米
、缶
詰
、乾
麺
、パ
ッ
ク
ご
飯

　　お
菓
子
、レ
ト
ル
ト
食
品
他
多

　　数
、タ
オ
ル
等

佐
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　　カ
ッ
プ
麺
１１
ケ
ー
ス

企
業
組
合
あ
し
た
ね

　　お
む
つ
１
パ
ッ
ク

飯
髙
　康
晴 

　　玄
米
４０
㎏

株
式
会
社
常
磐
植
物
科
学
研
究
所 

　　ハ
ー
ブ
ソ
ー
ス
１
箱

お
お
し
の
耕
作
者
会

　　新
米
３３
㎏

ありがとうございます。福祉事業に活用させていただきます。
なお、当法人への寄付は、寄附金控除または税額控除など
税制上の優遇があります。当会ＨＰにてご確認ください。

寄附者ご芳名 （敬称略）
（令和３年９月１日～
　令和４年１月３１日）

寄附者氏名・団体 金額（円）
岩﨑昌美 10,000
はらぺこ・さくら 12,000
リサイクル主婦の会　 9,000
金子幸雄 10,875
明治安田生命佐倉南営業所 111,500
株式会社常磐植物科学研究所 50,000
佐倉商工会議所 301,828
匿名 20,000
美容室QUEST　 草野元子 4,780
佐倉ライオンズクラブ 50,000
匿名 100,000
匿名 14,610
匿名 30,000
株式会社井野口建材 10,000
株式会社ホソヤコーポレーション 1,000,000
寺村　和晃 50,000
公益社団法人 全日本不動産協会 千葉県本部 50,000

～
ふ
う
り
っ
ぷ
の

         

つ
ぶ
や
き
～
　
　

　
こ
の
２
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
話
題
の
な
い
日
は
あ
っ

た
の
か
な

　
新
年
度
は
明
る
い
話
題
が
た
く

さ
ん
出
て
き
ま
す
よ
う
に

福祉総合相談所

西部地域福祉センターの相談事業
●知的障がい児・者支援相談
毎月第２金曜日　１０：００～１５：００
　事前申込不要
●行政書士による悩みごと相談
毎月第４日曜日　１３：００～１６：００
西部地域福祉センター
　　　　　　　　　　 　　 ℡（４６３）４１６７

●心配ごと相談（民生･児童委員）
※日常の困りごと・悩みごとの相談
　１０：００～１５：００
　毎週月曜日　　   ℡（４８４）６１９９
　　社会福祉センター２階
　第１・第３水曜日  ℡（４６３）４４３３
　　西部地域福祉センター２階
　第２・第４金曜日  ℡（４８３）７２１１
　　南部地域福祉センター１階

●法律相談（弁護士）
※財産・離婚・人権・事故など法律に関
　する相談
　第４月曜日　１０：００～１５：００　
　　社会福祉センター２階
　毎月１日から事前予約（電話可）
　地域共生推進班　℡（４８４）６０３３

●介護生活相談 
※高齢者や障がい者の在宅介護に関する相談
　平日　８：３０～１７：００　
　介護支援班　　　℡（４８４）６１９６

●貸付相談
※一時的に生活が困難な方への貸付相談
　平日　８：３０～１７：００　
　福祉資金貸付担当　℡（４８４）６２００

●ボランティア相談
※ボランティアに関する依頼、募集、参
　加、保険などの相談
　佐倉市ボランティアセンター
　　　　　　　　　℡（４８４）６１９８
　西部地域福祉センター　　℡（４６３）４１６７
　南部地域福祉センター　　℡（４８３）２８１１

●成年後見に関する専門相談
※判断能力が不十分な方の援助や財
　　産管理に関する相談（事前予約）
　第１水曜日　９：３０～１５：３０
　成年後見支援センター
　　　　　　　　　　　　　℡（４８４）１２８８

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
相談事業が中止・延期となる場合があります。
各施設および担当部署にお問い合わせの上、
ご参加ください。

　　ッ
ト
多
数

押
尾
　喜
美
子

　　全
紙
２００
枚

菅
原
　喜
美
恵

　　ド
ラ
イ
フ
ー
ド
各
種

佐
倉
商
工
会
議
所
女
性
会
　

　
　
米
、カ
ッ
プ
麺
、お
菓
子
　他
多
数

お
お
し
の
緑
地
会
　

　　米
　食
料
品
、衣
類
他
　多
数

佐
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
佐
倉

中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
佐
倉

む
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　 

　　さ
つ
ま
い
も
１２
袋

明
治
安
田
生
命
佐
倉
南
営
業
所

　　パ
ス
タ
、カ
ッ
プ
麺
、レ
ト
ル
ト
食

　　品
、
お
菓
子
、ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
、

　　缶
詰
、乾
麺

酒
井
　久
男

　　イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
菓

　
　子
・
真
空
パ
ッ
ク
も
ち
・
レ
ト
ル

　　ト
お
で
ん

株
式
会
社
　井
野
口
建
材

　　乾
麺
、お
菓
子
多
数

佐
倉
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

　　お
菓
子
多
数

宮
本
　聖
也

　　防
寒
着
、カ
ッ
プ
麺

山
口
　葉
子

　　乾
麺
、ジ
ュ
ー
ス
、お
菓
子
他

小
林
　紀
美
子

　　電
動
チ
ェ
ン
ソ
ー
１
台

千
葉
県
立
佐
倉
高
等
学
校

　　お
菓
子
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
他

井
上
　伊
勢
夫

　　米
３０
㎏

堀
の
内
防
災
き
ず
な
会

　　ア
ル
フ
ァ
米
２
箱
、ク
ラ
ッ
カ
ー
２
缶

匿
名
：
２５
件

掲
載
希
望
な
し
：
１５０
件

【
物
品
払
出
】 

２４５
件

　　食
品
、介
護
用
品
、家
電
製
品

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹
介

　
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
は
高
齢

や
障
が
い
な
ど
の
た
め
に
単
独

で
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
の

移
動
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、

福
祉
車
両
等
を
使
い
、
外
出
の

支
援
を
行
う
活
動
で
す
。

　
移
動
が
困
難
な
人
は
、
外
出

を
あ
き
ら
め
る
か
家
族
等
に
よ

っ
て
移
動
を
支
え
て
も
ら
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
移
動
サ

ー
ビ
ス
は
、
こ
の
こ
と
を
社
会

問
題
と
捉
え
、
誰
で
も
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
へ
で
も
、
自
由
に

移
動
で
き
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の

創
造
を
目
指
す
一
つ
の
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
佐
倉
市
社

協
の
運
行
範
囲
は
市
内
と
そ
の

隣
接
市
町
村
ま
で
）　
こ
こ
で

は
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
さ

ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
利
用
者
（
会
員
）
の
声
〉

　
年
齢
を
重
ね
て
も
な
る
べ
く

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
ろ
う

と
思
っ
て
や
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
足
腰
の
痛
み
で
台
所
に
立

っ
て
い
る
の
も
辛
く
、
最
近
で

は
近
場
の
外
出
も
難
し
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
夫

が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
た
の
で
、
そ
の
つ
な
が
り
で

徐
々
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
地

区
社
協
の
支
え
あ
い
サ
ー
ビ
ス

に
家
の
こ
と
を
お
願
い
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
移
動
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
病

院
に
も
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
近
所
の
人
に
頼
ん
で
車

に
乗
せ
て
い
っ
て
も
ら
っ
て
い

て
、
心
苦
し
い
思
い
も
あ
っ
た

の
で
助
か
り
ま
し
た
。

　
運
転
や
院
内
の
介
助
を
し
て

く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
は
ど

ん
な
人
な
の
か
と
心
配
も
あ
り

ま
し
た
が
、
優
し
い
人
で
安
心

し
ま
し
た
。
病
院
だ
け
で
な
く

銀
行
や
郵
便
局
へ
も
行
け
る
の

で
便
利
に
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
暖
か
く
な
っ
た
ら

桜
を
見
に
出
か
け
て
み
た
い
で

す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
少
し

ず
つ
助
け
て
も
ら
う
暮
ら
し
も

悪
く
な
い
な
と
今
は
思
っ
て
い

ま
す
。

  

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を

　
　
　
　
　 

行
っ
て
い
ま
す

　
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
私
た
ち

と
一
緒
に
活
動
し
て
下
さ
る
方

向
け
に
、
年
２
回
研
修
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
移
動
サ
ー
ビ

ス
の
基
礎
、
福
祉
車
両
の
扱
い

や
介
助
の
実
技
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
研

修
期
日
が
確
定
し
ま
し
た
ら
ご

連
絡
致
し
ま
す
。
次
回
開
催
は

令
和
４
年
春
頃
の
予
定
で
す
。

【
受
講
要
件
】

①
受
講
修
了
後
、
本
会
の
移
動

　
サ
ー
ビ
ス
で
の
活
動
が
可
能

　
な
方

　（
活
動
に
対
し
て
は
、
実
費

　
弁
償
を
お
支
払
い
し
て
い
ま

　
す
）

②
普
通
第
一
種
免
許
ま
た
は
第

　
二
種
免
許
を
有
す
る
、
運
転

　
歴
１０
年
以
上
の
方

③
申
請
前
３
年
間
運
転
免
許
停

　
止
処
分
を
受
け
て
い
な
い
方

④
満
６８
歳
未
満
の
方

　（
令
和
４
年
３
月
１
日
時
点
）

【
研
修
参
加
費
】
１,
５
０
０
円

【
申
込
み・
お
問
合
せ
】

　
地
域
共
生
推
進
班

　
　
℡
（
４
８
４
）
６
０
３
３

 

ス
ポ
ン
サ
ー
（
後
援
会
員
）
を

　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す

　
こ
の
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
方
、
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
取
り
組
み
を
側
面
か
ら

支
え
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

年
会
費
一
口
　
１,
０
０
０
円


